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「
人
体
の
不
思
議
展
」が
解
散
 （
２
面
）

地
区
懇（
東
山
、相
楽
） 

（
３
面
）

国
保
法
一
部
改
定
案
の
解
説
 （
４
面
）

主な内容

『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』説明会
　日　時　 ４月２６日（木）午後２時～４時３０分
　会　場　① 京都市会場：京都烏丸コンベンションホール（烏丸通六角下ル）
　　　　　② 北   部   会   場 ：舞鶴メディカルセンター
　　　　　　 　　　　　　 ※データ配信でのサテライト開催
　資　料　『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』
※参加申込は、「グリーンペーパー」
　掲載の用紙か案内ハガキにて。

診療報酬新点数検討診療報酬新点数検討会会 Step 3     （最終開催 鎧 ）

上
左
か
ら
小
笹
氏
、
安
井
氏
、
下
左
か
ら
樋
口
氏
、
鵜
飼
氏

消費税増税の中止を求め
国会議員に緊急ＦＡＸ要請

応
召
義
務
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

務
に
つ
い
て
」
を
多
数
の
参
加

者
と
共
に
検
討
し
た
。
今
回
は

４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
う
ち
、

特
に
東
京
大
学
の
樋
口
範
雄
教

授
の
問
題
提
起
に
注
目
し
た
い

と
思
う
。

　
他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
も
報

告
が
あ
っ
た
が
、
医
療
現
場
で

　
３
月
　
日
に

１０

協
会
が
開
催
し

た
医
療
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

「
対
応
に
苦
慮

す
る
患
者
さ
ん

た
ち
―
応
召
義

は
医
師
法
第
　
条
の
応
召
義
務

１９

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

何
度
お
願
い
し
て
も
医
療
費
を

支
払
っ
て
く
れ
な
い
患
者
さ

ん
、
そ
れ
ほ
ど
診
療
が
必
要
な

い
の
に
、
自
分
の
病
気
・
症
状

を
盾
に
我
儘
放
題
、
挙
句
の
果

て
に
医
療
機
関
の
職
員
に
暴
力

を
振
る
う
も
の
、
現
場
に
は
本

音
を
言
う
と
お
断
り
し
た
い

様
々
な
困
っ
た
患
者
さ
ん
が
い

る
。
　
樋
口
教
授
の
報
告
に
よ
る

と
、
戦
後
に
応
召
義
務
に
刑
罰

が
科
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、

民
事
の
問
題
は
確
か
に
残
る

が
、
医
療
機
関
は
必
要
以
上
に

応
召
義
務
に
呪
縛
さ
せ
ら
れ
て

い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
と
の
こ

と
。
更
に
、
例
え
ば
、
弁
護
士

は
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
依
頼
を
断
っ
て

も
、
法
的
に
何
ら
問
題
が
な
い

こ
と
を
紹
介
し
、
数
あ
る
職
業

の
中
で
、
あ
た
か
も
医
師
の
み

が
無
条
件
に
患
者
を
選
べ
な
い

が
如
く
、
勝
手
に
世
の
中
が

回
っ
て
い
る
。

　
政
府
や
行
政
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
あ
ま
り
関
心
が
な
く

当
て
に
は
な
ら
な
い
ら
し
い
。

そ
こ
で
、
樋
口
教
授
は
問
題
提

起
を
さ
れ
た
。
医
療
界
が
患
者

関
係
者
と
協
力
し
て
、
自
主
的

に
応
召
義
務
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
は
い
か
が

か
と
。
国
が
動
い
て
く
れ
な
い

の
な
ら
ば
、
我
々
で
や
る
し
か

な
い
。
我
々
こ
そ
が
、
医
療
現

場
の
真
実
を
知
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
。

　
こ
の
問
題
は
言
う
ほ
ど
生
易

し
い
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
協

会
と
し
て
も
十
分
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
方
式
で
、
現
場
か
ら
医

療
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
作
っ

て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な

い
。
京
都
府
保
険
医
協
会
の
医

療
安
全
対
策
は
、
過
去
に
も
刑

事
弁
護
費
用
の
適
用
な
ど
、
医

師
賠
償
責
任
保
険
を
新
た
に
作

り
出
し
て
き
た
経
験
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
会
員
の
声
あ
っ
て

の
協
会
活
動
な
の
で
、
是
非
と

も
会
員
各
位
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
。

連
ド
ラ
を
含
め
て
テ
レ
ビ
を
見

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
あ
る
。

「
も
う
い
ち
ど
、
日
本
」「
ニ
ッ

ポ
ン
の
里
山
」「
カ
シ
ャ
ッ
と

一
句
！
フ
ォ
ト
５
７
５
」）「
こ

こ
ろ
旅
」「
猫
の
し
っ
ぽ
　
カ

エ
ル
の
手
」
い
ず
れ
も
　
分
程

１５

度
の
番
組
で
あ
る
（
番
組
改
編

前
）。
何
と
な
く
心
が
落
ち
着

く
の
で
あ
る
。
特
に
「
も
う
い

ち
ど
、
日
本
」
や
「
ニ
ッ
ポ
ン

の
里
山
」
は
心
が
洗
わ
れ
る
。

医
療
を
含
め
、
著
し
い
科
学
の

発
達
で
自
然
や
人
の
心
を
忘
れ

が
ち
の
今
日
こ
の
頃
、
人
と
植

物
や
動
物
が
共
に
生
き
て
い
る

自
然
を
見
る
と
、
子
ど
も
の
こ

ろ
の
西
下
桂
の
風
景
を
思
い
出

す
▼
私
た
ち
は
、
著
し
い
科
学

の
進
歩
に
よ
り
、
多
く
の
恩
恵

を
受
け
て
来
た
が
、
そ
の
弊
害

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
岡
潔
は
小
林
秀
雄
と
の

対
談
（
昭
和
　
年
）
で
「
　
世

４０

２０

紀
は
理
論
物
理
学
だ
と
よ
く
い

わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ

の
科
学
の
王
者
が
や
っ
た
こ
と

と
い
え
ば
、
ま
ず
第
一
に
『
破

壊
』
と
い
う
仕
事
だ
っ
た
。
原

水
爆
の
発
明
が
そ
う
だ
っ
た
で

は
な
い
か
」
ま
た
「
自
然
科
学

が
や
っ
た
の
が
、『
機
械
的
操

作
』
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
日
の

驚
異
的
な
『
遺
伝
子
操
作
』
の

技
術
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

言
っ
て
い
る
。　
年
も
前
に
で

４７

あ
る
▼
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
日

本
の
信
頼
は
薄
れ
て
き
て
い

る
。
戦
後
、
先
進
国
に
向
か
っ

て
闇
雲
に
走
っ
て
き
た
結
果
が

「
破
壊
」や「
機
械
的
操
作
」だ
け

で
は
悲
し
い
。
今
か
ら
で
も
遅

く
は
な
い
、
み
ん
な
で
考
え
よ

う
「
も
う
い
ち
ど
、
医
療
」「
も

う
い
ち
ど
、
日
本
」。 （
玲
奈
）

　
最
近
、
７

時
　
分
か
ら

１５
８
時
ま
で
の

出
勤
前
の
約

　
分
、
朝
の

４５

　
政
府
は
３
月
　
日
、
消
費
税

３０

増
税
法
案
を
閣
議
決
定
。
こ
れ

に
先
立
つ
民
主
党
の
党
内
審
査

で
は
紛
糾
が
続
き
、火
種
を
残

し
て
の
了
承
と
な
っ
た
。こ
う
し

た
状
況
の
中
、協
会
は
増
税
中

止
を
求
め
る
緊
急
要
請
を
　
日
２１

に
行
っ
た
。要
請
は
、深
刻
な
デ

フ
レ
の
も
と
で
の
消
費
税
増
税

は
国
民
の
生
活
を
困
難
に
し
、

国
民
を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
結

果
を
招
く
と
し
て
増
税
中
止
を

求
め
る
も
の
。
民
主
党
政
調
会

長
の
前
原
誠
司
衆
院
議
員
な
ど

京
都
選
出
の
同
党
国
会
議
員
　１０

人
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
し
た
。

「
消
費
税
の
増
税
中
止
を

求
め
る
要
請
」の
要
旨

　
現
在
、
政
府
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
、「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
」
に
つ
い
て
の
毎
日
新

聞
の
世
論
調
査
で
は
、
政
府
が

検
討
し
て
い
る
消
費
税
増
税
で

社
会
保
障
制
度
が
安
定
す
る
と

「
思
わ
な
い
」
と
の
回
答
が
　７９

％
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
対
し

て
は
　
％
が
反
対
と
回
答
し
て

５８

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
１
９
８
９
年
に
消

費
税
３
％
が
導
入
さ
れ
て
以

来
、
社
会
保
障
制
度
が
安
定
し

た
実
績
が
な
い
ば
か
り
か
、
１

９
９
７
年
、
消
費
税
５
％
へ
の

引
上
げ
、
所
得
税
・
住
民
税
の

特
別
減
税
廃
止
、
医
療
費
負
担

増
な
ど
約
８
・
６
兆
円
の
国
民

負
担
増
を
行
っ
た
結
果
、
景
気

が
一
気
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
を

国
民
は
痛
み
を
も
っ
て
実
感
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
今
ま
た
、
深
刻
な
デ
フ
レ
や

雇
用
の
縮
小
・
格
差
拡
大
、
震

災
に
伴
う
倒
産
等
の
増
大
の
中

で
、「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
の
名
の
下
に
、
消
費
税
増

税
、
年
金
削
減
、
復
興
増
税
、

子
ど
も
手
当
の
減
額
な
ど
、
総

額
　
兆
円
に
も
お
よ
ぶ
負
担
増

２０
を
実
施
す
れ
ば
、
国
民
生
活
・

日
本
経
済
は
致
命
的
な
打
撃
を

被
り
、
税
収
全
体
が
更
に
減
少

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
現
在
で
も
消
費
税
分
を
転
嫁

で
き
な
い
中
小
零
細
業
者
な
ど

か
ら
、
消
費
税
が
増
税
さ
れ
れ

ば
も
う
営
業
が
続
け
ら
れ
な
い

と
の
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
の
生
活
が
困
難
に
な
れ

ば
、
病
気
に
な
っ
て
も
医
療
機

関
に
か
か
れ
ず
、
重
症
化
を
招

く
こ
と
が
何
よ
り
も
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
社
会
保
障
制
度
安
定
の
た
め

に
す
る
消
費
税
増
税
が
国
民
を

医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
結
果
を
招

き
ま
す
。

　
今
、
政
治
が
行
う
べ
き
は
雇

用
改
善
と
経
済
成
長
、
国
民
生

活
を
支
え
る
た
め
の
所
得
再
分

配
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

税
制
改
革
で
あ
り
、
消
費
税
増

税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
下
で

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
は
最
悪

の
政
策
的
選
択
と
い
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

　
以
上
よ
り
、
下
記
の
点
に
つ

き
ま
し
て
貴
職
の
ご
理
解
・
ご

尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
一
、
消
費
税
増
税
法
案
の
閣

議
決
定
・
国
会
提
出
を
や
め
る

こ
と

２
０
１
２
年
３
月
　
日
２１

　
京
都
府
保
険
医
協
会

理
事
長
　
関
　
浩

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
小
笹
和

也
氏
（
亀
岡
市
立
病
院
医
事
課

長
）、
安
井
邦
子
氏
（
京
都
第
二

赤
十
字
病
院
看
護
部
長
）、
鵜

飼
万
貴
子
氏
（
米
田
泰
邦
法
律

事
務
所
・
弁
護
士
）、
樋
口
範
雄

氏
（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政

治
学
研
究
科
教
授
）
の
４
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
問
題
提
起

を
し
た
。

病
院
事
務
の
立
場
か
ら

　
小
笹
氏
は
、
事
務
担
当
の
立

場
特
有
の
問
題
点
を
指
摘
。
患

者
か
ら
見
る
と
事
務
の
立
場
は

曖
昧
に
見
え
る
が
故
に
、
様
々

な
ク
レ
ー
ム
を
言
わ
れ
る
。
特

に
医
療
費
に
つ
い
て
、
診
療
報

酬
制
度
の
説
明
に
苦
慮
す
る
こ

と
等
を
挙
げ
、
患
者
対
応
と
し

て
、
①
対
応
の
速
さ
、
②
患
者

と
問
題
点
の
共
有
、
③
対
応
者

の
固
定
―
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

と
報
告
し
た
。

看
護
師
の
立
場
か
ら

　
安
井
氏
は
看
護
師
の
立
場
か

ら
、
特
別
扱
い
を
求
め
る
患
者

や
、
看
護
師
個
人
へ
の
誹
謗
中

傷
、
セ
ク
ハ
ラ
行
為
等
に
つ
い

て
実
例
を
挙
げ
た
。
そ
の
上
で

「
モ
ン
ス
タ
ー
・
ペ
イ
シ
ェ
ン

ト
」
と
言
わ
な
い
・
言
わ
せ
な

い
、
を
基
本
姿
勢
と
す
る
こ
と

を
強
調
し
た
。
組
織
と
し
て
の

対
応
は
、
事
例
を
共
有
す
る
こ

と
、
被
害
に
あ
っ
た
看
護
師
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
報
告
し
た
。

弁
護
士
の
立
場
か
ら

　
鵜
飼
氏
は
、
医
療
機
関
側
代

理
人
の
立
場
か
ら
、
事
例
・
判

例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
応

召
義
務
に
つ
い
て
解
説
を
し

た
。
更
に
、
医
療
機
関
側
が
弁

護
士
に
交
渉
を
依
頼
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

法
的
意
義
に
つ
い
て

　
樋
口
氏
は
、
応
召
義
務
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
定
め
た
法
律
は

明
治
７
年
に
発
布
さ
れ
、
戦
後

に
は
刑
罰
の
対
象
外
の
法
律
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
医

療
現
場
で
は
必
要
以
上
に
神
経

質
に
な
ら
な
い
よ
う
に
助
言
す

る
一
方
で
、
民
事
で
は
患
者
側

に
利
用
さ
れ
る
現
状
を
具
体
的

に
示
し
た
。
更
に
、
政
府
や
行

政
を
当
て
に
す
る
の
で
は
な

く
、
今
後
、
医
療
界
が
な
す
べ

き
こ
と
と
し
て
、
応
召
義
務
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
患
者
関
係
者
と

協
力
し
て
作
成
し
て
い
く
こ
と

を
勧
め
た
。

　
話
題
提
供
の
後
、
質
疑
応
答

が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
な
お
、

当
日
の
詳
細
に
つ
い
て
は
冊
子

に
纏
め
、
全
会
員
に
５
月
末
ま

で
に
発
送
す
る
予
定
。

　
協
会
は
３
月
　
日
、「
対
応
に
苦
慮
す
る
患
者
さ
ん
た

１０

ち
―
応
召
義
務
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
医
療
安
全
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
当
日
は
会
員
や
従
事
者
ら
、
過
去

最
多
の
２
１
０
人
が
参
加
、
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
話
題

提
供
の
後
、
熱
心
に
討
論
・
意
見
交
換
し
た
。

　
年
度
医
療
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

１１
患
者
対
応
と
応
召
義
務
を
考
え

患
者
対
応
と
応
召
義
務
を
考
え
るる

御池通

四条通

六角通

蛸薬師通

烏
丸
通

烏
丸
通

烏
丸
通

＜施設基準の届出について＞
　今回の点数改定に伴って、新設又は要件に変更があった基本診療料及び
特掲診療料の施設基準は、近畿厚生局長への届出が必要となります。４月
１日から算定する場合には、４月１６日までに近畿厚生局京都事務所への提
出を済ますことが必要になりますので、ご注意下さい。

★案内ハガキ兼引換券（４月１０
日頃発送）とテキストを当日、
会場にて引き換え。その他の方
には後日送付。会場にて追加販
売もします（会員価：１５００円）。

引換券を
持参下さい

ご注意下さいご注意下さい  ！！
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 「
人
体
の
不
思
議
展
」
の
問
題
を
早
く
か
ら
訴
え
続
け
、
協
会
が
取
り
組
む
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
末
永
氏
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
す
る
。

　
今
次
改
定
は
２
０
２
５
年
に

向
け
た
改
革
の
端
緒
と
さ
れ
て

お
り
、
入
院
医
療
再
編
の
流
れ

の
中
で
今
後
の
自
院
の
機
能
や

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
考
え
て
捉

え
る
必
要
が
あ
る
。

　
高
度
急
性
期
病
棟
を
目
指
し

た
項
目
で
は
、

一
般
７
対
１
入

院
基
本
料
の
平

均
在
院
日
数
・

看
護
必
要
度
を

テ
コ
に
し
た
再

編
が
開
始
さ
れ
た
。
要
件
未
達

に
は
経
過
措
置
が
認
め
ら
れ
て

い
る
が
基
本
的
に
は
　
対
１
へ

１０

の
誘
導
と
思
わ
れ
、
今
後
超
急

性
期
（
５
対
１
？
）、
７
対
１
、

　
対
１
へ
の
選
別
化
が
加
速
さ

１０

れ
る
で
あ
ろ
う
。
高
度
急
性
期

病
院
に
は
救
急
受
入
や
高
度
医

療
内
容
評
価
の
ほ
か
、
様
々
な

手
厚
い
報
酬
を
付
け
る
と
と
も

に
、
急
性
期
病
院
か
ら
の
退
院

促
進
の
諸
策
も
盛
り
込
ま
れ

た
。
救
急
搬
送
患
者
地
域
連
携

紹
介
加
算
・
受
入
加
算
で
は
、

救
急
病
院
か
ら
７
日
以
内
の
転

院
が
療
養
病
棟
に
ま
で
拡
大
、

増
点
さ
れ
た
。
特
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

に
入
院
し
て
い
る
重
症
児
の
受

け
入
れ
側
に
は
、
体
制
整
備
や

投
資
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、
少

な
く
と
も
２
０
２
５
年
ま
で
は

ハ
シ
ゴ
が
外
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
重
点
医
療
課
題
の
評
価
は
　１３

の
新
設
入
院
基
本
料
等
加
算
で

も
示
さ
れ
て
い
る
。　
対
１
で

１０

は
看
護
必
要
度
加
算
が
新
設
さ

れ
た
。
こ
れ
は
今
後
加
算
→
必

須
要
件
化
へ
導
く
常
套
手
段
で

あ
る
。　
対
１
か
ら
療
養
ま
で

１３

の
各
病
棟
で
は
、
急
性
期
病
院

か
ら
の
受
け
皿
の
他
に
、
直
接

の
救
急
患
者
受
け
入
れ
の
加
算

（
救
急
・
在
宅
等
支
援
病
床
初
期

加
算
）
が
付
い
た
。
ま
た
　
対
１３

１
、　
対
１
で
は
、
今
後
退
院

１５

促
進
を
恒
常
化
さ
せ
る
か
、
さ

も
な
く
ば
療
養
病
棟
（
並
み
）

に
な
る
か
の
二
者
択
一
が
迫
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
在
宅
へ
の

流
れ
は
、
他
に
も
全
て
の
入
院

病
棟
に
対
し
て
、
早
期
在
宅
療

養
に
向
け
た
退
院
調
整
加
算
、

地
域
連
携
計
画
加
算
、
退
院
時

共
同
指
導
料
２
等
で
、
適
応
拡

大
や
増
点
が
付
け
ら
れ
た
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
に
つ
い
て
は
、

基
礎
係
数
の
設
定
に
医
療
機
関

群
が
導
入
さ

れ
、
２
０
１
８

年
調
整
係
数
の

全
移
行
に
向
け

た
再
編
・
淘
汰

の
第
一
歩
が
始

ま
っ
た
。
回
復
期
リ
ハ
病
棟
、

亜
急
性
期
入
院
の
差
別
化
も
始

ま
っ
た
。

　
全
入
院
共
通
の
改
定
点
と
し

て
、
栄
養
管
理
体
制
が
入
院
料

算
定
の
基
準
に
追
加
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
配
置
し
て
い
な
か
っ

た
入
院
医
療
機
関
で
は
、
２
年

の
経
過
措
置
の
う
ち
に
、
常
勤

（
有
床
診
で
は
非
常
勤
で
可
）の

管
理
栄
養
士
配
置
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。

　
ま
た
、
入
院
基
本
料
等
加
算

の
多
く
の
算
定
要
件
に
、
原
則

屋
内
全
面
禁
煙
が
加
わ
っ
た
。

さ
ら
に
金
曜
入
院
・
月
曜
退
院
、

午
前
退
院
の
多
い
場
合
が
減
算

要
件
と
さ
れ
る
（
　
月
１
日
実

１０

施
）。
　
入
院
患
者
の
他
医
療
機
関
受

診
問
題
は
、
極
一
部
改
善
さ
れ

た
に
留
ま
り
極
め
て
不
十
分
で

あ
る
。

急
性
期
病
床
の
選
別
と
病
床
に
よ
る
役
割
区
分
明
確
化
の
促
進

有
床
診
も

例
外
な
く
 入
院
料
算
定
に
管
理
栄
養
士
配
置
が
要
件
に

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　
日
本
医
師
会
第
閲
次
生
命
倫

理
懇
談
会
（
座
長
：
高
久
史
麿

氏
）
は
２
月
　
日
、「
移
植
医
療

２２

を
め
ぐ
る
生
命
倫
理
」
答
申
を

ま
と
め
た
。
答
申
の
巻
末
に
死

後
の
人
体
の
取
り
扱
い
と
い
う

観
点
か
ら
、「
人
体
の
不
思
議

展
」
は
「
遺
体
の
扱
い
に
お
い

て
人
の
尊
厳
に
反
し
、
倫
理
的

に
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
見

解
を
付
記
。
３
月
８
日
の
京

都
・
産
経
両
紙
で
、
こ
の
部
分

に
着
目
し
た
報
道
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
報
道
と
前
後
し
て
、

「
人
体
の
不
思
議
展
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
突
如
同
展
を
終
了

す
る
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
同
展

実
行
委
員
会
事
務
局
を
解
散
す

る
こ
と
が
告
知
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
京
都
展
（
２
０
１
０
年

　
月
～
　
年
１
月
）
が
文
字
通

１２

１１

り
の
同
展
ラ
ス
ト
ラ
ン
と
な
っ

た
。
　
協
会
お
よ
び
、
協
会
も
参
加

し
て
い
る「
人
体
の
不
思
議
展
」

を
考
え
る
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
目
標
は
２
点
。
①
同
展
を
京

都
で
は
開
催
さ
せ
な
い
こ
と
、

②
日
本
に
お
い
て
二
度
と
同
展

を
開
催
さ
せ
な
い
こ
と
、
で

あ
っ
た
。

　
協
会
は
京
都
展
開
催
の
中
止

を
求
め
、
関
係
各
所
に
申
し
入

れ
を
行
い
、
理
事
会
に
お
い
て

も
声
明
を
発
表
。
協
会
独
自

で
、
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た

講
演
会
の
開
催
も
行
っ
た
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
担
当
課
と
懇

談
を
行
い
、
プ
ラ
ス
ト
ミ
ッ
ク

標
本
は
「
死
体
」
で
あ
る
と
の

見
解
を
引
き
出
し
た
。

　「
人
体
の
不
思
議
展
」を
考
え

る
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い

て
も
、
刑
事
告
発
や
損
害
賠
償

請
求
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
通

じ
、
同
展
の
違
法
性
を
追
求
す

る
運
動
を
展
開
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
京
都
地
検
は
主

催
者
側
の
故
意
を
立
証
で
き
な

い
と
し
て
刑
事
告
発
を
不
起
訴

処
分
と
し
た
が
、
プ
ラ
ス
ト

ミ
ッ
ク
標
本
は
「
死
体
」
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
同
展
は
死

体
解
剖
保
存
法
の
保
存
に
あ
た

り
、
許
可
な
く
同
展
を
開
催
す

る
こ
と
は
違
法
と
の
見
解
を
引

き
出
す
に
至
っ
た
。（
本
紙
２

８
１
４
号
既
報
）

　
さ
ら
に
今
回
、
同
展
実
行
委

員
会
が
事
務
局
を
解
散
さ
せ
た

こ
と
は
、
世
論
を
巻
き
込
み
、

大
き
な
関
心
を
集
め
た
こ
の
運

動
の
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
ご

支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会

員
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
　
現
在
、
刑
事
告
訴
に
つ
い
て

は
検
察
審
査
会
へ
申
し
立
て

を
、
ま
た
民
事
訴
訟
に
つ
い
て

も
、
棄
却
と
い
う
判
決
を
受

け
、控
訴
を
行
っ
て
い
る
。京
都

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、こ
の
２

点
に
つ
い
て
は
、
責
任
を
も
っ

て
最
後
ま
で
見
届
け
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
ま

ず
は
ご
報
告
申
し
上
げ
る
。

　
ま
た
、
厚
労
省
担
当
課
と
の

懇
談
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
阿

部
知
子
議
員
を
は
じ
め
、「
人

体
の
不
思
議
展
」
損
害
賠
償
請

求
事
件
に
つ
い
て
公
正
な
判
決

を
求
め
る
団
体
請
願
署
名
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
団
体
各
位
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
年
３
月
７
日
、
突
然
、「
人
体
の

不
思
議
展
」
の
閉
幕
宣
言
が
同
展
の

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
な
さ
れ
た
。
宣

言
の
文
章
は
、
あ
た
か
も
成
功
裡
に

終
了
し
た
か
の
よ
う
な
表
現
で
あ
っ

た
が
、
同
展
へ
の
反
対
運
動
に
よ
っ

て
、
展
示
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た

と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
閉
幕
宣
言
は
運
動
に
対
す

る
敗
北
宣
言
で
も
あ
る
。

　
こ
の
状
況
を
生
ん
だ
背
景
に
は
、

全
国
各
地
の
反
対
運
動
に
加
え
て
、

京
都
に
お
け
る
運
動
の
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
が
あ
っ
た
と
思
う
。
京
都
府
保

険
医
協
会
・
京
都
府
歯
科
保
険
医
協

会
と
京
都
民
主
医
療
機
関
連
合
会

は
、
主
催
者
や
自
治
体
に
対
す
る
展

示
中
止
の
要
請
、
厚
生
労
働
省
へ
の

問
い
合
わ
せ
、
講
演
会
の
開
催
な
ど

を
行
い
、
組
織
を
挙
げ
て
反
対
運
動

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
、
社
会
に
対

す
る
発
信
力
に
は
、
大
き
な
も
の
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
人
体
の
不
思
議
展
を
考

え
る
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動

は
、
そ
れ
ま
で
の
運
動
が
触
れ
て
こ

な
か
っ
た
法
律
の
壁
に
正
面
か
ら
挑

戦
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
省

略
す
る
が
、
刑
事
告
発
と
損
害
賠
償

請
求
訴
訟
と
を
通
し
て
展
示
の
違
法

性
・
非
倫
理
性
を
訴
え
て
い
っ
た
。

現
時
点
で
、
告
発
に
つ
い
て
は
嫌
疑

不
十
分
で
不
起
訴
と
な
っ
た
が
、
検

察
審
査
会
へ
の
審
査
の
申
し
立
て
を

行
っ
て
い
る
。
訴
訟
で
は
、
京
都
地

裁
は
権
利
侵
害
を
認
め
ず
、
請
求
は

棄
却
さ
れ
た
が
、
控
訴
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
司
法
へ
の
訴
え
は

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

展
示
の
非
倫
理
性
を
世
論
に
伝
え
る

効
果
を
招
い
た
。
そ
こ
か
ら
社
会
の

潮
目
も
確
実
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
が
、
運
動

の
所
期
の
目
的
で
あ
る
展
示
の
中
止

が
達
成
さ
れ
た
。
日
本
の
社
会
が
、

死
体
の
尊
厳
を
冒
す
展
示
と
の
決
別

に
一
歩
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
素
直
に
喜
び
た
い
。

　
最
後
に
反
対
運
動
を
一
緒
に
闘
っ

て
き
た
皆
様
、
運
動
を
ご
支
援
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。

福
島
県
立
医
科
大
学
講
師

末
永
 恵
子

「
人
体
の
不
思
議
展
」
の

閉
幕
宣
言
は
、運
動
の
成
果

　　　　　　    実行委が解散

二度と開催させない目標達す

入
院

副
理
事
長
    鈴
木
　
卓

人体の不思議人体の不思議展展
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終
末
期
も
含
め
た
医
療
の
あ
り
方
見
直
し
を

東
山
医
師
会
と
懇
談

２
月
　
日
　
東
山
医
師
会
事
務
所

１７

地
域
の
実
情
見
ず
に
包
括
ケ
ア
構
築
で
き
な
い

相
楽
医
師
会
と
懇
談

２
月
　
日
　
フ
ジ
タ
ホ
テ
ル
奈
良

２５

　
協
会
は
東
山
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
２
月
　
日
に
開
催
。
地

１７

区
か
ら
７
人
、
協
会
か
ら
６
人

が
出
席
し
た
。

　
懇
談
会
は
東
山
医
師
会
・
魚

住
玄
通
副
会
長
の
司
会
で
進

行
。
名
和
正
訓
会
長
が
、
診
療

報
酬
改
定
や
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
の
問
題
点
に
つ
い
て
触

れ
、
超
少
子
・
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
社
会
保
障
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
協
会
の
考
え
を
聞
き

た
い
と
挨
拶
し
た
。
協
会
か
ら

は
関
理
事
長
が
挨
拶
。
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
、
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
に
つ
い
て
情
報

提
供
し
、
意
見
交
換
し
た
。

　
地
区
か
ら
は
、
少
子
高
齢
化

の
下
、
こ
れ
か
ら
は
国
に
財
源

を
求
め
て
も
、
今
ま
で
以
上
に

難
し
い
現
実
が
あ
る
。
国
に
財

源
を
求
め
る
一
方
で
、
医
療
側

も
終
末
期
医
療
の
あ
り
方
を
含

め
、
医
療
の
あ
り
方
全
体
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ど
こ
ま
で
国
に
社
会
保
障

必
要
性
か
ら
議
論
す
べ
き
。
日

本
の
医
療
費
は
国
際
的
に
見
て

高
く
は
な
い
。「
日
本
の
皆
保

険
制
度
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
こ
そ
大
切
に
し
た

い
と
述
べ
た
。
地
区
か
ら
、
こ

の
面
倒
を
み
さ
せ
る

べ
き
と
協
会
は
考
え

て
い
る
の
か
等
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
協

会
は
医
療
者
・
国
民

が
医
療
の
あ
り
方
の

議
論
を
深
め
る
必
要

性
に
同
意
し
た
上

で
、
社
会
保
障
は
財

源
論
か
ら
で
な
く
、

う
し
た
議
論
が
尽
き
な
い
の

は
、
政
府
の
議
論
が
実
態
に
即

さ
ず
、
財
政
抑
制
ば
か
り
を
目

的
に
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
は

な
い
の
か
。
政
府
に
医
療
本
来

の
議
論
を
さ
せ
る
よ
う
、
協
会

か
ら
求
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
改
定
に
つ
い
て
地
区
か

ら
、
医
療
と
介
護
は
法
律
も
報

酬
体
系
も
違
う
。
介
護
保
険
制

度
は
報
酬
と
利
用
者
負
担
が
リ

ン
ク
し
、
区
分
支
給
限
度
額
も

あ
る
。
こ
れ
は
財
政
破
綻
し
な

い
構
造
と
も
い
え
る
。
財
政
面

で
は
、
医
療
か
ら
介
護
へ
サ
ー

ビ
ス
を
移
行
す
る
方
が
良
い
と

国
は
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い

の
か
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

協
会
は
、
指
摘
の
と
お
り
で
あ

り
、
医
療
か
ら
介
護
へ
と
言
っ

て
も
、
例
え
ば
胃
瘻
の
患
者
さ

ん
を
受
入
れ
ら
れ
な
い
施
設
が

多
い
が
、
一
方
で
そ
う
し
た
患

者
さ
ん
は
在
宅
も
難
し
い
。
そ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
象
徴
さ
れ

る
厳
し
い
実
態
が
生
じ
て
い
る

と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
処
方
せ
ん
様

式
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
裁
量

権
に
か
か
わ
る
問
題
。
財
政
問

題
が
優
先
さ
れ
、
極
め
て
誘
導

的
だ
と
の
厳
し
い
意
見
が
出
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
で
医
療
は
き
ち
ん

と
提
供
さ
れ
る
の
か
。
理
屈
は

通
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
本
当
に
や
れ
る
の
か
、
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
構

想
は
、
支
援
診
療
所
以
外
の
診

療
所
は
評
価
し
て
い
な
い
。
日

本
の
地
域
医
療
を
支
え
る
我
々

が
、
積
極
的
に
医
療
の
あ
り
方

を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
と
応

じ
た
。

　
人
が
出
席
し
て
開

１３か
れ
た
東
山
医
師
会

と
の
懇
談
会

　
人
が
出
席
し
て
開

５２か
れ
た
相
楽
医
師
会

と
の
懇
談
会

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

　
協
会
は
相
楽
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
２
月
　
日
に
開
催
。
地

２５

区
か
ら
　
人
、
協
会
か
ら
９
人

４３

が
出
席
し
、
相
楽
医
師
会
・
柳

澤
衛
副
会
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
た
。

　
開
会
に
際
し
、
相
楽
医
師

会
・
藤
木
新
治
会
長
は
、
昨
年

協
会
が
主
催
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
、「
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
成
案
を
中
心

と
し
て
、
話
題
に
な
っ
た
地
域

包
括
ケ
ア
に
関
し
て
、
果
た
し

て
本
当
に
推
進
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
も
、
こ
れ
で
満
足
し
て
い
い

の
か
。
こ
う
い
っ
た
疑
問
に
つ

い
て
も
ご
指
導
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
協
会
か
ら
は
、
関
理

事
長
の
挨
拶
の
後
、
①
各
部
会

か
ら
の
情
報
提
供
、
②
社
会
保

障
・
税
の
一
体
改
革
成
案
、
③

２
０
１
２
年
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
同
時
改
定
を
巡
る
動
き
、

④
子
育
て
支
援
医
療
に
つ
い

て
、
⑤
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
支
援
状
況
―
に
つ
い
て
解

説
。
議
題
ご
と
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
成
案
や
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
地
区
よ
り
、
相
楽
地
区
が

抱
え
る
特
有
の
問
題
点
、
①
病

院
数
、
病
床
数
が
他
の
医
療
圏

に
比
べ
て
少
な
く
、
隣
接
す
る

他
府
県
の
医
療
資
源
も
使
っ
て

い
る
こ
と
、
②
相
楽

西
部
は
日
本
有
数
の

人
口
増
加
地
域
で
あ

る
が
、
東
部
は
過

疎
・
高
齢
化
が
進
み
、

交
通
の
便
が
悪
い
地

域
で
あ
る
こ
と
。
し

か
し
、
そ
の
ど
ち
ら

も
「
共
助
」
が
期
待

で
き
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
、
そ

う
い
っ
た
中
で
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
が
本
当
に
推
し
進

め
て
い
け
る
の
か
と
い
っ
た
疑

問
が
呈
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
協
会
は
、
他

地
区
で
も
、
地
域
が
崩
壊
し
て

い
る
現
状
を
報
告
。
地
域
包
括

ケ
ア
が
推
し
進
め
る
在
宅
で
の

ケ
ア
の
難
し
さ
、
介
護
保
険
制

度
の
創
設
で
、
公
的
責
任
で
行

わ
れ
て
い
た
老
人
福
祉
が
、
自

己
責
任
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
問

題
点
を
指
摘
。
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
地
域
の
課
題
と
さ

れ
て
い
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
を
通
し
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
問
題
点
を
挙
げ
、
提
言
し
て

い
く
と
述
べ
た
。

　
２
０
１
２
年
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
同
時
改
定
を
巡
る
動
き

に
つ
い
て
は
、
新
点
数
に
係
る

算
定
要
件
や
各
科
の
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
子
育
て
支
援
医
療

助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
相
楽
地
域
の
自
治
体
で
拡

充
さ
れ
た
現
状
を
受
け
て
、
協

会
は
従
来
か
ら
、
子
育
て
支
援

医
療
助
成
制
度
の
拡
充
を
要
望

し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
の
面
で
大
変
苦
慮

さ
れ
て
い
る
実
情
が
あ
り
、
医

療
崩
壊
を
招
か
な
い
よ
う
保
護

者
に
も
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
運
動
も
必
要
で
あ
る
と

回
答
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
支
援
状
況

で
は
、
第
一
次
募
金
と
し
て
、

相
楽
医
師
会
よ
り
　
万
円
の
募

５０

金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し

謝
意
を
述
べ
た
。

宛
姐
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鯵
鯵
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鯵
鯵
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TEL 075-212-8877　FAX 075-212-0707
お申し込み等は京都府保険医協会事務局まで

日
　
時
　
４
月
　
日（
土
）午
後
２
時
　
分
～
４
時

２１

３０

場
　
所
　
舞
鶴
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

舞
鶴
医
師
会
と
の
懇
談
会

～ 経営内容の把握は正確な記帳から
税務記帳講習税務記帳講習会会

　自院の経営内容を正確に把握し、適正な確定申告をするための基礎資
料は日々の記帳です。どんなに優秀な税理士に依頼していても、適切に記
帳できていなければ経営状況を正確に見ることはできません。
　本講習会では、なぜ記帳が経営を把握するために必要となるか等、記帳
の基本について解説し、実際に記帳練習も行います。多数のご参加をお待
ちしています。
　日　時　４月12日（木）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　講　師　山口　稔 税理士
　内　容　記帳の基本と意義、金銭出納帳・銀行帳の作成、記帳練習
　持ち物　筆記用具、電卓
　協　賛　有限会社アミス

楽しく・わかりやすく・ためになる ！
新しく医療機関に勤められた方のための研修新しく医療機関に勤められた方のための研修会会
　研修は２日に分けて、１日目は医事紛争に至らないための医療従事者と
しての心構え、保険請求の基礎知識の解説、２日目は接遇マナー初級編を
行います。大変ご好評をいただいている研修会です。申込み後にキャンセ
ルする場合もご連絡をお願いします。
　日　時　＜１日目＞：５月15日（火）午後２時～４時
　　　　　＜２日目＞：５月17日（木）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　講　師　＜１日目＞ 林　一資 医療安全対策部会副理事長
　　　　　　　　　　 保険部会理事（調整中）
　　　　　＜２日目＞ 元日本航空客室乗務員　茂木 治子 氏
　内　容　＜１日目＞「医事紛争から見た医療従事者としての心構え」
　　　　　　　　　　 「知っておきたい保険基礎知識（請求留意事項）」
　　　　　＜２日目＞「医院・診療所での接遇マナー研修・初級編」
　対　象　新入職員、研修会はじめての方　　定　員　40人（要申込）
　協　賛　有限会社アミス

開業に必要な情報が盛りだくさん ！！
新規開業予定者のための講習新規開業予定者のための講習会会

　２０１２年度の診療報酬改定も結局、開業医の外来機能がほとんど評価され
ず、厳しいものとなり、開業してから経営が黒字化するまでの期間が以前
より短縮される要素は多くありません。
　協会はこのような状況下で開業を考えておられる先生方を対象に、新規
開業する際にあらかじめ知っておくべき内容について講習会を開催します。
　今回の講師は、増患対策やスタッフ雇用対策で定評のある河原義徳社会
保険労務士です。スタッフの雇用問題は経営に直結します。優秀なスタッ
フを採用し、その能力を発揮してもらうための雇用管理は厳しい診療報酬
政策のもとでの医院の立ち上がりに大きく影響します。スタッフ対策が増
患対策にもなることがあり、「雇われる立場」から「雇う立場」への意識
転換が必要です。多数のご参加をお待ちしています。
　日　時　５月１９日（土）午後２時～５時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　内　容　①「雇われる立場」から「雇う立場」へ
　　　　　　～始めが肝心！スタッフ雇用の留意点～
　　　　　　ひろせ税理士法人／
　　　　　　株式会社ひろせ総研　特定社会保険労務士　河原 義徳 氏
　　　　　②先輩開業医からのアドバイス
　　　　　③地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度について
　参加費　会員：無料、非会員：２,０００円　　定　員　３０人（要申込）
　共　催　有限会社アミス

第６４４回 社会保険研究第６４４回 社会保険研究会会
最近の医療訴訟の動向と診療ガイドラインの法的意義

　講　師　富永　愛 氏（京都民医連中央病院外科・弁護士）
　日　時　５月26日（土）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　主　催　京都府保険医協会
　協　賛　株式会社　損害保険ジャパン
　　※無床診療所の参加者については、外部研修の医療安全

管理講習会として位置づけられますので、受講証明書
をお渡しします。

― 手術後に作成、公表されたガイドラインをもとに注意義務違反が
ありと判断された事例（大阪地方裁判所 平成２１年１１月２５日判決）を参考に ―
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　「国民健康保険法の一部を改正する法律案」（以下、国
保法改定案と表記）が２月３日、国会に提出され、３月
２８日に衆院厚労委員会を通過した。社会保障・税一体改
革大綱には、「市町村国保の低所得者保険料軽減の拡充
など財政基盤の強化と財政運営の都道府県単位化」が盛
り込まれている。今回の国保法改定案も「一体改革関連
法案」と見る必要がある。
　以下、今回の法改定の内容を紹介する。

財政基盤強化策の恒久化
　国保法改定案は三つの柱で構成されている。
　第１は、「財政基盤強化策」の恒久化である。
　これは、従来暫定措置として実施してきた、①保険者
支援制度、②都道府県単位の共同事業（ⅰ高額医療費共
同事業、ⅱ保険財政共同安定化事業）を２０１５年度から恒
久化するもの。
　①は、市町村国保の財政基盤強化のため、低所得者を
多く抱える保険者への財政支援制度であり、国が二分の
一、都道府県と市町村が四分の一ずつ負担している。
　②のⅰは、１件８０万円超の高額医療費について、都道
府県内の全市町村が拠出し、なおかつ国・都道府県が事
業対象の四分の一ずつ負担する仕組み。ⅱは、１件３０万
円以上の医療費について都道府県内の全市町村が拠出
し、共同で負担する「再保険」の仕組みである。

財政運営の都道府県単位化の推進
　第２は、上記②のⅱの仕組みの改正である。（図１）
　２０１５年度から、保険財政共同安定化事業の対象医療費
について、現行の１件３０万円以上を１件１円以上にする
という。すなわち、従来は３０万円未満までの医療費につ
いて、保険者である「各市町村の財布」から直接支払っ
ていたものを、法改定で原則すべての医療費が「共同
プール金の財布」から支払われることになる。

財政調整機能の強化
　第３は、２０１２年度から定率国庫負担を現行３４％から
３２％に引き下げ、代わりに都道府県調整交付金を現行
７％から９％に引き上げることである。（図２）
　都道府県調整交付金は、２００５年の「三位一体改革」の
「税源移譲」で創設された。その際にも「地方の裁量権
拡大」が語られ、都道府県調整交付金に見合う定率国庫
負担が削減された。「都道府県による調整機能の強化」
が、今回も目的に掲げられている。

国が以前から志向してきた「都道府県単位化」
　実は保険財政共同安定化事業の対象医療費拡大に関
し、２年前にもこれを促す法律改定が行われている。
「医療保険制度の安定的運営を図るための国保法等改正」
（２０１０年５月成立）である。それは、都道府県に「市町
村国保広域化等支援方針」策定を求め、対象医療費引き
下げを方針に書き込ませて、自ら圏内の国保財政広域化
を行わせようとするものだった。
　しかし、２０１１年９月末現在、同支援方針を策定した４６
都道府県（新潟県を除く）のうち、保険財政共同安定化
事業の対象医療費引き下げを盛り込んだのは、埼玉・滋
賀・佐賀の３県にとどまった。国はこうした状況を打開
すべく、その義務化に舵を切ったといえる。
　国は対象医療費引き下げで、市町村間の保険料等の格
差が最大５０％縮小するとしている。加えて、広域化支援
方針に「標準的」な「保険料算定方式」・「保険料・一部負
担金の減免基準」を定め、取り組みを進めれば国保財政
の都道府県単位化がいっそう進むという仕掛けである。

国はなぜ、都道府県単位化をめざすのか
　なぜ、国は国保の都道府県単位化をめざすのか。そこ
には二つの理由がある。
　一つは、「財政危機」への対応である。

都道府県単位化にはある。実際、２０１０年８月、後期高齢
者医療制度廃止後の新制度を「都道府県単位化した国保」
が受け皿となるよう打ち出した「高齢者医療制度改革会
議」の「中間とりまとめ」にも次の文言がある。「国保
における都道府県単位の財政運営の導入に際し、都道府
県の健康増進計画・医療計画・介護保険事業支援計画な
どとも整合性の取れた、都道府県単位での健康増進や医
療費の効率化に向けた取組を一層推進するための体制や
具体的仕組みについて検討を進める」。

「都道府県単位化」を乗り越えて
　以上のように、市町村国保の都道府県単位化は都道府
県単位の医療費適正化路線と密接な関係を持っている。
その方針は、政権交代を挟んでもおかまいなしに着々と
進めている。
　社会保障・税一体改革は、医療・介護サービス提供体
制改革を目指し、都道府県に対しては、徹底した機能分
化・連携による提供体制構築へのイニシアチブ発揮が求
められている。国保都道府県単位化はその条件づくりの
一環である。
　一方、市町村国保財政の危機打開も焦眉の課題であろ
う。しかしそれは、あくまで人々の生命と健康を守るた
めに必要なのであって、それを口実に医療費抑制の仕組
みを作ることは許されない。京都府はその「広域化等支
援方針」を軸に、国保の都道府県単位化に向けた作業を
進める一方で「ナショナルミニマム確保の観点から、国
に対して国費投入の充実を求める」立場を一貫して主張
している。国保が単なる保険制度ではなく、この国に暮
らすすべての人に対する医療保障のための制度であるこ
とから、この指摘は非常に重要な意味を持つ。医療保障
とは国の財政責任において行われるべきものであり、か
つ、普遍的な保障でなければならない。都道府県単位化
の必要性の根拠に「住んでいる市町村によって同じ所得
であっても保険料が違うことは問題」との主張がある。
それならば、住んでいる都道府県によって保険料が違う
ことを了とする根拠もない。その点で、都道府県単位化
は明らかに限界のある議論である。それを乗り越えた提
案こそが、今求められているのだといえる。

　市町村国保の財政危機が叫ばれて久しい。国保特別会
計はいずれも厳しく、単年度収支差額に限っても、実に
５２.４％の市町村が赤字である（２０１０年度）。多くの市町村
は一般会計から「法定外繰入」等を行っている。
　国はこうした財政難の原因について、「構造的な問題」
と述べる。①被保険者の平均年齢構成が他の保険者に比
べて高く、１人あたりの医療費水準も高いこと、②被保
険者１人あたりの所得水準が低く、保険料軽減対象とな
る被保険者が全体の４０％を超えていること、③被保険者
１人あたりの所得に対する保険料負担が重いこと、④以
上の現状がある故に、保険料収納率の低下も著しいこ
と、⑤市町村が保険者であることから、人口規模の小さ
な保険者では、財政運営が不安定になりがちであるこ
と、⑥市町村間の保険料等の格差があること。こうした
課題への対応策としての国保改革が必要視され、その具
体策として都道府県単位化が目指されているのである。
　二つめは、「医療費適正化」路線にふさわしい制度づく
りである。
　２００８年施行の医療制度構造改革は、都道府県を単位と
した医療費適正化＝抑制システムを構築した。都道府県
は５年１サイクルの「都道府県医療費適正化計画」を策定
し、平均在院日数短縮やメタボリックシンドローム患者・
予備群減少率を数値目標化し、医療費の増加幅を抑制す
ることが求められている。都道府県は、同様に自ら策定
する「医療計画」（医療法）、「介護保険事業支援計画」（介
護保険法）、「健康増進計画」（健康増進法）を通じ、その
医療費抑制の実現を目指す主体とされたのである。そのた
めにも、都道府県が国保財政に責任を負う仕組みにすれ
ば、都道府県は医療費抑制をより自らの課題として捉
え、自然と努力するだろう。そのようなねらいも、国保

国民健康保険法一部改定法案の解説
進む国保都道府県化の意味と展望

※２０１２年１月２４日、国民健康保険制度の基盤強化に関する国と地方の協議（第２回）資料より

図１

図２
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「
な
ら
ば
医
療
費
は
結
構
で
す
」 こ
の
一
言

こ
そ
が
医
事
紛
争
の
ス
タ
ー
ト
で
す
！

　
治
療
結
果
が
予
想
外
に
悪

か
っ
た
場
合
、
患
者
さ
ん
は
医

療
過
誤
を
疑
っ
て
ク
レ
ー
ム
を

つ
け
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
勢
い
に
負

け
、
医
療
機
関
側
は
説
明
を
巧

く
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
時
に

「
そ
こ
ま
で
仰
る
な
ら
ば
分
か

り
ま
し
た
。
医
療
費
は
い
た
だ

き
ま
せ
ん
の
で
（
そ
れ
で
納
得

し
て
下
さ
い
）」と
言
わ
れ
る
医

療
機
関
が
時
々
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
の
は

医
師
だ
け
で
な
く
、
看
護
部
長

や
事
務
責
任
者
な
ど
の
場
合
も

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
誰
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
適

う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、「
医

療
費
を
免
除
す
れ
ば
患
者
さ
ん

は
納
得
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、

こ
れ
で
終
わ
り
に
し
て
く
れ
る

は
ず
だ
」
と
い
う
発
想
が
背
景

に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

切
な
発
言
と
は
い
え
な
い
よ
う

で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
医
療
機
関
側
か

ら
す
れ
ば
、
や
む
を
得
ず
と
い

う
こ
と
は
、
即
ち
医
療
過
誤
を

認
め
た
と
解
釈
さ
れ
が
ち
で

す
。
患
者
さ
ん
が
一
旦
そ
う
思

い
込
め
ば
、
当
然
の
ご
と
く
医

療
費
免
除
の
み
で
、
こ
と
は
済

ま
な
く
な
り
ま
す
。

　
要
す
る
に
医
療
費
免
除
を
、

で
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
す
れ
ば

「
お
金
を
問
題
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
一

層
逆
上
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得

ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
う
や

む
や
に
さ
れ
た
」
と
感
じ
る
方

も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
医
療
費
を
免
除
す
る
と
い

者
的
に
見
て
も
、
医
療
費
を
免

除
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
賠
償

金
の
一
部
を
支
払
っ
た
と
解
釈

で
き
ま
す
。従
っ
て
、京
都
府
保

険
医
協
会
と
し
て
も
、
医
療
機

関
側
が
医
療
過
誤
を
認
め
た
と

患
者
さ
ん
が
主
張
し
て
き
た
時

医
療
機
関
側
は
「
こ
れ
で
終
わ

り
」
と
す
る
手
段
と
捉
え
て
い

る
一
方
で
、
患
者
さ
ん
は
逆
に

「
こ
れ
か
ら
始
ま
り
」と
認
識
す

る
の
で
す
。
こ
の
両
者
の
認
識

の
違
い
こ
そ
が
、
医
事
紛
争
の

発
端
と
な
る
こ
と
が
極
め
て
多

い
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。
第
三

に
は
、
論
理
的
な
反
論
が
困
難

と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
（
医
療
過
誤
が
明
白

に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
特

に
）
少
し
で
も
早
く
穏
便
に
こ

と
を
済
ま
せ
た
い
、
と
医
療
費

免
除
を
申
し
出
る
こ
と
は
控
え

て
、
ま
ず
は
因
果
関
係
な
ど
医

療
・
医
学
的
調
査
を
す
る
こ
と

を
患
者
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。「
こ
れ
ぐ
ら

い
の
こ
と
で
何
も
そ
こ
ま
で
」

と
思
わ
れ
る
こ
と
も
多
分
に
あ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
協
会

の
経
験
か
ら
い
う
と
、
そ
の
発

想
こ
そ
が
予
想
外
の
紛
争
拡
大

を
招
く
要
因
と
な
る
こ
と
が
あ

る
の
で
す
。

　
次
回
は
、
患
者
さ
ん
側
か
ら

医
療
費
の
支
払
い
を
拒
否
さ
れ

た
場
合
の
対
処
法
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　
処
方
せ
ん
の
変
更
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
今
回
の
新
点
数
改
定

で
、
処
方
せ
ん
の
書
き
方
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
様
式
の
処
方
せ
ん
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　
Ａ
、
こ
れ
ま
で
の
処
方
せ
ん

を
手
書
き
な
ど
に
よ
り
修
正
す

る
こ
と
で
、
今
年
の
９
月
　
日
３０

ま
で
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
後
発
医
薬
品
へ
変
更

す
る
こ
と
に
差
支
え
が
あ
る
場

合
は
、「
保
険
医
署
名
」
欄
に
あ

る
「
全
て
」
と
い
う
文
言
を
削

除
し
た
上
で
「
保
険
医
署
名
」

欄
に
署
名
ま
た
は
記
名
・
押
印

し
、
か
つ
、
医
薬
品
ご
と
に

「
支
」
ま
た
は
「×

 
」
を
記
入
す

る
な
ど
、
医
薬
品
ご
と
の
判
断

が
明
確
に
調
剤
薬
局
に
伝
わ
る

よ
う
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

のの
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年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
の
社

会
保
障
費
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
ゆ

く
。
そ
れ
を
抑
え
た
ら
国
民
の
安

心
が
失
わ
れ
る
。

　
一
方
、
政
府
の
税
収
は
少
な

く
、
借
金
が
膨
ら
み
す
ぎ
て
い

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
社
会
保
障
制

度
を
支
え
ら
れ
な
く
な
る
の
も
確

か
な
よ
う
だ
。
公
共
事
業
な
ど
歳

出
の
ム
ダ
の
削
減
は
や
る
べ
き
だ

が
、
い
く
ら
で
も
ひ
ね
り
出
せ
る

と
見
る
の
は
幻
想
だ
ろ
う
。「
埋

蔵
金
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
会
計
の

流
用
や
政
府
保
有
株
の
売
却
も
、

一
時
的
な
収
入
に
と
ど
ま
る
。

　
で
は
、
ど
こ
に
財
源
を
求
め
る

か
。
消
費
税
し
か
な
い
よ
う
に
宣

伝
さ
れ
て
い
る
が
、
物
や
サ
ー
ビ

ス
の
購
入
と
い
う
実
体
経
済
の
根

幹
に
課
税
す
る
消
費
税
の
ア
ッ
プ

は
、
経
済
を
確
実
に
冷
や
す
。
税

率
を
５
％
か
ら
　
％
に
上
げ
て

１０

も
、
年
間
　
兆
円
ほ
ど
の
消
費
税

１０

収
が
倍
増
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
景
気
を
低
迷
さ
せ
て
他
の
税

収
が
減
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
低
所

得
者
ほ
ど
負
担
率
が
高
く
な
る
逆

進
性
の
問
題
も
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
「
税
と
社
会
保
障
」

の
望
ま
し
い
姿
は
何
だ
ろ
う
。
能

力
に
応
じ
た
負
担
と
、
必
要
に
応

じ
た
給
付
で
は
な
い
か
。

　
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
十
分
に
余

裕
の
あ
る
金
持
ち
に
、
応
分
の
負

担
を
し
て
も
ら
お
う
（
法
人
税
の

議
論
は
今
回
、
横
に
置
く
）。

　
政
府
の
一
体
改
革
大
綱
は
、
２

０
１
５
年
か
ら
の
所
得
税
の
最
高

税
率
ア
ッ
プ
（
　
％
→
　
％
）、
相

４０

４５

続
税
の
最
高
税
率
ア
ッ
プ
（
　
％
５０

→
　
％
）
を
盛
り
込
ん
だ
が
、
と

５５
も
に
小
幅
で
、
１
９
８
０
年
代
か

ら
下
げ
続
け
た
の
を
、
ほ
ん
の
少

し
戻
す
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
株
式

譲
渡
益
、
配
当
な
ど
の
分
離
軽
減

課
税
方
式
も
そ
の
ま
ま
だ
。

　
そ
れ
ら
の
引
き
上
げ
に
加
え

て
、
資
産
課
税
を
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
固
定
資
産
以
外
は
税

金
が
か
か
っ
て
い
な
い
。

　
な
に
も
１
４
０
０
兆
円
と
さ
れ

る
個
人
金
融
資
産
す
べ
て
に
課
税

し
な
く
て
よ
い
。
野
村
総
研
の
推

計
に
よ
る
と
、
２
０
０
７
年
時
点

の
個
人
の
純
金
融
資
産
（
負
債
を

差
し
引
い
た
額
）
は
、
５
億
円
以

上
の
超
富
裕
層
が
６
・
１
万
世
帯
、

　
兆
円
。
１
億
円
以
上
の
富
裕
層

６５が
　
・
２
万
世
帯
、
１
８
９
兆
円
。

８４
数
で
は
１
・
８
％
の
世
帯
が
、
総

額
の
　
％
を
握
っ
て
い
る
。

２２

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
孫
正
義
氏
　
億
８１

ド
ル
 、
ユ
ニ
ク
ロ
柳
井
正
氏
　
億
７６

ド
ル
（
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
、
２
０
１

１
年
）
と
い
っ
た
上
位
　
人
の
大

２５

富
豪
だ
け
で
純
資
産
は
計
６
兆
円

を
超
え
て
い
る
。

　
世
界
同
時
不
況
後
の
目
減
り
を

考
慮
し
て
も
、
純
金
融
資
産
１
億

円
以
上
の
世
帯
に
１
～
３
％
の
課

税
を
す
る
だ
け
で
年
間
３
兆
円
以

上
に
な
る
。
そ
の
程
度
の
税
率
で

金
持
ち
が
海
外
へ
逃
げ
出
す
こ
と

は
な
い
。

　
か
つ
て「
富
裕
税
」と
い
う
資
産

課
税
が
あ
っ
た
。
税
制
の
民
主
化

を
求
め
た
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
従
い
、

戦
後
の
１
９
５
０
年
か
ら
３
年
間

施
行
さ
れ
た
が
、
財
産
の
評
価
や

把
握
に
手
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る

と
い
う
理
由
で
廃
止
さ
れ
た
。

　
確
か
に
技
術
的
な
課
題
は
あ
る

が
、
消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
て
逆

進
性
を
緩
和
す
る
た
め
に
「
給
付

付
き
税
額
控
除
」
を
す
る
の
も
手

間
は
か
か
る
。
貧
乏
人
の
所
得
を

調
べ
る
の
と
、
金
持
ち
の
資
産
を

調
べ
る
の
と
、
ど
ち
ら
が
効
率
的

だ
ろ
う
。

　
社
会
保
険
制
度
も
見
直
そ
う
。

厚
生
年
金
保
険
料
は
標
準
報
酬
月

額
　
万
円
、
健
康
保
険
料
・
介
護

６２
保
険
料
は
月
額
１
２
１
万
円
が
保

険
料
算
定
の
上
限
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
よ
り
収
入
が
多
く
て
も

保
険
料
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
仕

組
み
を
改
め
れ
ば
、
保
険
財
政
の

改
善
に
役
立
つ
。

　
け
っ
し
て
金
持
ち
に
重
税
を
課

そ
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
軽

す
ぎ
る
負
担
を
応
分
に
す
る
だ
け

だ
。
経
済
へ
の
悪
影
響
が
な
い

し
、
開
き
す
ぎ
た
格
差
の
是
正
に

も
な
る
。

金
持
ち
に
応
分
の
負
担
を
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協
会
は
２
月
　
日
の
夜
、
市

２６

内
ホ
テ
ル
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店

で
、
山
本
博
理
事
を
講
師
に

「
ワ
イ
ン
講
座
～
ワ
イ
ン
の
楽

し
み
方
」
を
開
催
し
た
。
当
日

の
参
加
者
は
　
人
。

３３

　
関
理
事
長
は
「
今
夜
は
協
会

の
行
事
に
初
め
て
お
越
し
い
た

だ
い
た
方
も
お
ら
れ
る
よ
う

だ
。
日
頃
は
潤
い
の
な
い
会
が

多
い
中
、
わ
く
わ
く
す
る
こ
の

よ
う
な
会
が
企
画
さ
れ
、
私
自

身
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
皆

さ
ん
も
ワ
イ
ン
講
座
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。
　
山
本
理
事
か
ら
は
、
ま
ず
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
講
師

直
伝
の
「
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
近

道
５
」
を
披
露
。
①
「
葡
萄
の

品
種
」：
知
ら
な
い
と
ワ
イ
ン

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
②
「
葡
萄

の
産
地
」：
地
図
を
頭
に
入
れ

よ
う
。
③「
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
」：

収
穫
年
の
出
来
の
よ
し
あ
し
を

知
ろ
う
。
④「
葡
萄
酒
の
用
語
」

を
覚
え
よ
う
。

共
通
の
用
語
が

分
か
ら
な
い
と

意
思
疎
通
が
で

き
ま
せ
ん
。
⑤

「
香
り
」：
ワ
イ

ン
に
と
っ
て
香

り
は
命
で
す
。

宝
物
を
探
し
当

て
る
よ
う
な
気

持
ち
で
、
自
ら

香
り
を
探
し
求

め
て
み
よ
う
と

お
話
し
し
た
。

　
参
加
者
の
お

目
当
て
で
あ
る

「
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
」
は
フ
ラ

ン
ス
白
ワ
イ
ン

５
種（「
ツ
ェ
レ

ン
ベ
ル
グ
２
０
０
８
」「
プ

イ
ィ
・
フ
ュ
メ
・
キ
ュ
ヴ
ェ
」

「
コ
ン
ド
リ
ュ
ー
２
０
０
８
」

「
ム
ル
ソ
ー
・
レ
・
ジ
ュ
ヌ
ヴ
リ

エ
ー
ル
２
０
０
８
」「
カ
ル
ム
・

ド
・
リ
ュ
ー
セ
ッ
ク
２
０
０

９
」）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
や

品
種
、
香
り
や
そ
の
表
現
の
言

葉
を
丁
寧
に
解
説
。
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
の
中
に
は
数
少
な
い

貴
重
な
ワ
イ
ン
も
含
ま
れ
、
参

加
者
は
グ
ラ
ス
に
注
が
れ
た
魅

力
的
な
ワ
イ
ン
を
全
身
で
味

わ
っ
た
。

　
山
本
理
事
は
、「
私
に
と
っ

て
ワ
イ
ン
は
『
と
り
も
ち
』
で

あ
り
、
ワ
イ
ン
を
通
じ
て
友
人

も
増
え
、
人
と
人
の
繋
が
り
も

増
え
た
。
今
夜
は
ワ
イ
ン
と
料

理
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
料
理
が
運
ば
れ
、

ホ
テ
ル
か
ら
の
ハ
ウ
ス
ワ
イ
ン

も
賞
味
し
な
が
ら
、
と
て
も
心

豊
か
な
気
分
で
会
話
も
弾
み
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
ま
た
こ

の
よ
う
な
企
画
を
是
非
開
催
し

て
ほ
し
い
と
の
声
も
多
く
聞
か

れ
、
再
開
を
約
し
解
散
し
た
。

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

　
２
月
　
日
の
午
後
に
は
、
京

２６

響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
を
京
都
府
庁
の
旧
本

館
正
庁
に
て
開
催
。　
人
が
参

２３

加
し
た
。

　
当
日
は
北
風
と
と
も
に
小
雪

が
舞
う
気
候
と
な
っ
た
が
、
午

後
の
ひ
と
と
き
を
音
楽
で
楽
し

ん
だ
。

　
今
回
は
、「
古
典
派
の
巨
匠

の
名
曲
を
聴
く
」
と
題
し
、
バ

イ
オ
リ
ン
：
田
村
安
祐
美
、
前

智
子
、
ビ
オ
ラ
：
金
本
洋
子
、

チ
ェ
ロ
：
日
野
俊
介
、
に
よ
る

弦
楽
合
奏
で
、
楽
曲
の
解
説
を

交
え
な
が
ら
古
典
派
の
名
曲
を

披
露
。

　
　
世
紀
の
半
ば
を
過
ぎ
る

１８
と
、
通
奏
低
音
を
は
じ
め
と
す

る
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
音
楽
様
式

か
ら
脱
却
し
、
新
た
な
ス
タ
イ

ル
の
音
楽
が
確
立
さ
れ

よ
う
と
し
た
。
古
典
派

と
呼
ば
れ
る
こ
の
時
期

に
巨
匠
が
現
れ
た
。
今

回
の
演
奏
は
、
巨
匠
の

一
人
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・

ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
よ
り

第
一
楽
章
に
は
じ
ま

り
、
弦
楽
四
重
奏
の
形

式
を
確
立
し
た
と
も
い

え
る
ハ
イ
ド
ン
の
弦
楽

四
重
奏
曲
・
皇
帝
よ
り

第
二
楽
章
を
聴
い
た
。

ま
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

「
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン

ト
」
は
当
時
の
貴
族
の

社
交
の
場
で
演
奏
さ
れ

た
楽
曲
で
、
軽
快
な
響
き
が
快

い
。
　
続
く
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
「
ア
イ

ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ラ
ッ
ハ
ム
ジ
ー

ク
」
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

原
曲
を
ベ
ー
ス
に
、
幾
多
も
の

親
し
み
あ
る
巨
匠
た
ち
の
有
名

な
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
。
楽
し
い

楽
曲
に
拍
手
喝
采
。

　
最
後
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

弦
楽
四
重
奏
曲
・
第
４
番
よ
り

第
一
楽
章
を
演
奏
。
楽
聖
の
重

厚
な
響
き
に
聴
衆
は
魅
了
さ
れ

た
。

府
庁
で
名
曲
を
き
く
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私
が
郷
里
に
帰
り
、
亡
父
の

跡
を
継
ぎ
医
院
を
開
業
し
た
の

は
、
昭
和
　
年
も
押
し
迫
っ
た

２５

　
月
　
日
の
頃
で
し
た
。
付
近

１２

２５

の
病
院
に
１
年
勤
め
た
だ
け

の
、
今
か
ら
思
う
と
ず
い
ぶ
ん

思
い
切
っ
た
こ
と
を
し
た
も
の

で
す
。
が
、
や
は
り
若
さ
の
特

権
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
翌
　
年
初
頭
の
頃
だ
っ
た
と

２６

思
い
ま
す
。
村
役
場
か
ら
電
話

連
絡
が
あ
り
、
当
時
の
中
郡
と

与
謝
郡
と
の
境
界
で
あ
る
 平
  治
 

へ
い
 じ

峠
を
越
え
た
中
郡
上
常
吉
村
の

地
域
で
、
牛
を
曳
い
た
青
年
が

血
を
吐
い
て
雪
中
に
倒
れ
て
い

る
。
消
防
車
を
出
し
て
助
け
に

行
く
か
ら
同
行
せ
よ
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
だ
若
く
、
張
り

切
っ
て
い
た
ぼ
く
は
父
譲
り
の

毛
糸
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
こ
れ

も
ま
た
父
の
残
し
た
オ
ー
バ
ー

を
着
て
消
防
車
に
同
乗
し
ま
し

た
。
車
が
走
り
出
す
と
、
一
緒

に
乗
っ
て
い
た
村
の
役
場
職
員

が
消
防
車
付
き
の
 鉦
 を
カ
ン
カ

か
ね

ン
鳴
ら
し
ま
し
た
。
消
防
団
員

は
、「
止
め
て
く
れ
」「
止
め
て

く
れ
。
村
の
人
が
火
事
か
と

思
っ
て
び
っ
く
り
す
る
」
と
声

を
上
げ
ま
し
た
。
車
は
常
吉
小

学
校
へ
の
坂
道
の
前
で
止
ま
り

ま
し
た
。
峠
の
頂
上
近
く
赤
い

ラ
ン
プ
を
ぐ
る
ぐ
る
振
っ
て
い

る
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
３
人
の
男
が
患
者
以
外

に
い
ま
し
た
。
喀
血
し
た
青

年
、
当
時
は
も
ち
ろ
ん
携
帯
電

話
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ

ら
く
運
よ
く
通
り
過
ぎ
た
人
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
雪
中
、

牛
を
引
く
者
、
病
人
を
担
架
に

乗
せ
る
者
、
学
校
の
下
ま
で
来

て
患
者
を
乗
せ
、
あ
と
は
４
人

が
消
防
車
に
乗
り
ま
し
た
。
病

人
の
自
宅
は
ぼ
く
の
住
む
村
の

隣
町
で
し
た
。
幸
い
患
者
の
自

宅
前
ま
で
車
が
入
り
ま
し
た
。

運
ん
だ
我
々
は
興
奮
し
て
家
の

戸
を
ど
ん
ど
ん
強
く
叩
き
ま
し

た
。

「
こ
ん
ば
ん
は
、
お
宅
の
息
子

さ
ん
が
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見

し
て
連
れ
て
き
ま
し
た
」

前
も
っ
て
連
絡
は
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
時
は
特
別
の
家

し
か
電
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
入
っ
た
所
の
土
間
の
上
に

風
呂
桶
が
置
い
て
あ
り
、
中
か

ら
若
い
女
性
が
驚
い
て
飛
び
出

し
ま
し
た
。
青
年
は
同
町
の
病

院
に
入
院
し
、
し
ば
ら
く
し
て

亡
く
な
っ
た
と
風
の
便
り
に
聞

き
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
は
全
国
的
に
、
い

３８

や
裏
日
本
一
帯
が
大
雪
で
し

た
。　
歳
に
な
っ
た
私
は
ず
っ

３８

と
田
舎
医
者
の
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
町
村
合
併
が
行
わ

れ
大
宮
町
と
称
し
、
私
の
居
住

地
が
町
の
中
心
に
な
り
ま
し

た
。
冬
の
寒
い
雪
の
頃
、
私
は

新
し
く
町
内
に
な
っ
た
森
本
な

る
集
落
に
往
診
に
行
き
ま
し

た
。
拙
院
か
ら
約
５
キ
ロ
、
そ

こ
に
行
く
に
は
 三
  坂
 峠
な
る
か

み
 さ
か

な
り
急
峻
な
坂
道
を
登
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
細
い
雪
道

を
往
診
鞄
を
抱
え
て
歩
き
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
は
重
症
で
、
朝

夕
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
朝

宅
診
を
始
め
る
前
、
早
起
き
を

し
て
行
き
ま
し
た
。
こ
の
時
は

ま
だ
い
い
の
で
す
。
午
後
か
ら

夕
方
の
往
診
は
困
り
ま
し
た
。

や
は
り
身
体
の
疲
れ
が
残
っ
て

い
る
の
で
す
。
小
柄
な
女
子
中

学
生
が
さ
っ
さ
と
歩
き
ま
す
。

中
に
は
お
し
ゃ
ま
な
生
徒
も
い

て
、「
先
生
、
ご
苦
労
さ
ん
で

す
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ

る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

「
先
生
、
患
者
さ
ん
が
待
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
。

ど
う
か
先
に
行
っ
て
下
さ
い
」

と
言
っ
て
道
を
譲
っ
て
く
れ
る

老
人
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時

の
雪
は
 三
八
 豪
雪
と
い
い
、
現

さ
ん
ぱ
ち

在
ま
で
語
り
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
雪
中
往
診
に
は
老
母
の
思

い
つ
き
で
外
套
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

ア
ン
パ
ン
を
一
つ
二
つ
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
助
か

り
ま
し
た
。
腹
が
減
っ
て
は
戦

は
で
き
ぬ
、
卑
猥
な
言
葉
で
す

が
や
は
り
真
実
だ
と
思
い
ま

す
。
　
平
成
　
年
、
今
年
も
大
雪
で

２４

し
た
。
私
は
　
歳
に
な
り
、
老

８６

妻
と
２
人
で
同
じ
雪
国
の
丹
後

の
地
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
も

う
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
満
　８０

歳
で
医
業
は
止
め
ま
し
た
。
丹

後
６
町
は
合
併
し
、
京
丹
後
市

に
な
り
ま
し
た
。
拙
宅
の
前
の

道
路
は
往
時
は
国
道
で
し
た

が
、
今
は
市
道
に
な
っ
て
い
ま

す
。
雪
道
は
市
が
午
前
５
時

頃
、
除
雪
車
が
通
り
雪
を
す
か

し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
家
の
入

口
か
ら
道
路
ま
で
は
当
方
で
雪

を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
頑
張
っ
て
ス
コ
ッ
プ
を
使

い
ま
し
た
。
ふ
ら
つ
い
た
り
、

谷口　謙（北丹） 　  ＜１１＞

雪雪

肩
が
凝
っ
た
り
し
て
困
り
ま
し

た
が
、
何
と
か
除
雪
を
し
ま
し

た
。
前
の
家
の
息
子
さ
ん
が
助

け
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
　
昭
和
　
年
１
月
　
日
、
母
の

５２

２１

葬
式
の
夜
、
裏
の
離
れ
の
屋
根

が
雪
の
た
め
崩
れ
て
大
騒
ぎ
を

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
懲
り
て
今

年
は
早
々
に
雪
下
ろ
し
の
人
夫

さ
ん
を
頼
み
ま
し
た
。
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
、
３

人
で
２
日
を
要
し
日
当
１
人
８

千
円
で
し
た
。
今
年
の
雪
は

 二
四
 豪
雪
と
し
て
人
の
心
に
残

に
い
よ
ん

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
往
診
に
苦
労
を
し
た

昭
和
　
年
の
森
本
地
区
に
は
新

３８

し
い
道
が
で
き
、
森
本
工
業
団

地
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
三
坂
峠

も
改
修
さ
れ
ま
し
た
が
、
利
用

者
は
減
少
し
た
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　
大
阪
市
の
橋
下
徹
市
長
は
２

月
　
日
、
過
剰
診
療
な
ど
の
不

２０
正
請
求
対
策
と
し
て
生
活
保
護

受
給
者
が
受
診
す
る
医
療
機
関

の
登
録
制
度
を
導
入
す
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。
特
区
構
想

と
し
て
８
月
か
ら
西
成
区
で
先

行
し
て
実
施
す
る
と
い
う
。

　
登
録
制
度
は
、
①
医
療
機
関

を
生
活
保
護
受
給
者
ご
と
診
療

科
目
ご
と
に
登
録
、
薬
局
も
受

給
者
ご
と
１
者
に
集
約
、
②
過

去
５
年
内
の
行
政
措
置
経
験
を

指
定
拒
絶
事
由
に
設
定
、
当
初

新
規
指
定
に
指
定
期
間
を
設
定

（
３
年
）、
期
間
中
に
個
別
指
導

を
実
施
、
上
記
事
実
判
明
の
場

合
、
次
期
指
定
申
請
を
却
下
、

③
電
子
レ
セ
プ
ト
分
析
に
よ
り

請
求
点
数
が
一
定
値
を
超
え
る

レ
セ
プ
ト
の
多
い
医
療
機
関
な

ど
を
抽
出
し
個
別
指
導
を
実
施

―
と
い
う
内
容
。

　
生
活
保
護
の
医
療
扶
助
削
減

を
目
的
に
、
受
給
者
の
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
、
指
定
医

療
機
関
の
有
期
化
、
指
導
強
化

を
図
る
供
橋
下
流
僑
に
、
地
元

で
も
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
政
府
は
３
月
９
日
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会

に
提
出
し
た
。

　
法
案
で
は
、
都
道
府
県
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
感
染

症
に
か
か
っ
て
い
る
患
者
に
つ

い
て
医
療
行
為
が
必
要
だ
と
判

断
し
た
場
合
、
医
療
関
係
者
に

医
療
行
為
の
「
要
請
」
が
で
き

る
。
厚
労
省
と
都
道
府
県
は
、

感
染
症
対
策
に
あ
た
る
公
務
員

や
関
係
者
へ
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
医
療
関
係
者
に
協
力
を

「
要
請
」で
き
る
。
医
療
関
係
者

が
正
当
な
理
由
な
く
要
請
に
応

じ
な
い
と
き
は
、
特
に
必
要
と

認
め
る
場
合
に
限
り
、「
指
示
」

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
罰
則

は
設
け
て
い
な
い
。

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

　
ま
た
、
憲
法
が
保
障
す
る
国

民
の
自
由
と
権
利
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
国
民

の
自
由
と
権
利
に
制
限
を
加
え

る
場
合
も
、「
必
要
最
小
限
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
。

　
協
会
は
１
月
に
法
案
た
た
き

台
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
提
出
。
国
民
に
縛
り

を
か
け
る
法
は
問
題
で
あ
る
と

と
も
に
、
緊
急
事
態
を
理
由
に

医
療
関
係
者
へ
の
医
療
従
事
の

指
示
、
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た

場
合
の
罰
則
は
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
と
求
め
て
い
た
。

因
姻

鰯
鰯

　
富
国
生
命
が
３
月
　
日
付
け

１９

で
「
お
客
様
情
報
の
紛
失
に
つ

い
て
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
３
月
　
日
に
、
富

１４

国
生
命
の
本
社
職
員
が
神
奈
川

県
保
険
医
協
会
の
グ
ル
ー
プ
保

険
制
度
の
会
員
名
簿
を
神
奈
川

協
会
か
ら
預
り
本
社
に
帰
社
す

る
途
上
で
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

事
案
で
す
。
紛
失
し
た
名
簿
に

は
５
９
０
９
人
の
会
員
氏
名
、

生
年
月
日
、
勤
め
先
の
名
称
等

（
一
部
の
会
員
の
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
情
報
の
記
載
も
含
む
）
が
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
当
該
名
簿
に
会
員
の

住
所
、
電
話
番
号
、
口
座
情
報

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等

の
情
報
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
直
ち

に
、
京
都
支
社
の
担
当
者
か
ら

状
況
を
確
認
し
、
京
都
に
お
い

て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な

い
よ
う
京
都
府
保
険
医
協
会
を

担
当
す
る
職
員
に
徹
底
す
る
よ

う
厳
重
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
京
都
協
会
は
グ
ル
ー
プ
保
険

の
取
扱
い
を
行
っ
て
い
な
い
た

め
、
保
険
医
年
金
の
み
の
取
扱

い
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
は
慎
重
を

期
す
よ
う
努
め
ま
す
。

金
融
共
済
委
員
会
 

（
３
／
　
）の
状
況

２１

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
７
件
、
加
入
２
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
３
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

「隠された被曝労働」  　 日本の原発労働者 　

市民公開講演会・反核京都医師の会
第 32 回定期総会記念講演

　講　師　報道写真家　樋口 健二 氏
　日　時　４月１４日（土）
　会　場　京都市子育て支援総合センター
　　　　　こどもみらい館4F 第１研修室
　　　　　（中京区間之町通竹屋町下ル）　
主　催　反核京都医師の会
　　　　京都府保険医協会
　　　　京都府歯科保険医協会
第１部　１４:００～１６:３０
市民公開講演会・反核京都医師の会
第３２回定期総会記念講演
「隠された被曝労働」
－日本の原発労働者－
　講師　報道写真家 樋口 健二 氏
第２部　１６:５０～１７:２０
反核京都医師の会第３２回定期総会
①２０１１年度活動報告・決算報告  ②２０１２年度役員選出
③２０１２年度活動方針並びに予算案　④決議

参加費無料  
（要申込）

（申込先：京都府保険医協会）

富
国
生
命
が
神
奈
川
協
会
の
会
員

情
報
を
紛
失
し
た
事
案
に
つ
い
て

政
府
、
新
型
イ
ン
フ
ル
法
案
を
国
会
提
出

医
療
関
係
者
へ
の
罰
則
は
設
け
ず

大阪市が医療機関登録制
西成区で生活保護対象に
フリーアクセスを制限

　協会から「薬価基準２０１２年版」と「診療所向け常用点数表」を３月末
にメディパックでお送りしましたが、薬価基準の編集協力会社におい
て、以下の誤りがありましたのでお詫びし、使用に当たりましてご注意
をいただきますようお知らせします。
　投与期間に上限が設けられている内用薬及び外用薬には、本文中に
［１４日限度］などと上限日数を記載しておりますが、［３０日限度］及び
［９０日限度］の医薬品のものが ［０日限度］ と誤って印刷されております。
　［０日限度］と表記されている医薬品の正しい上限日数は、１０６５頁から
の巻末資料「投与期間上限設定（長期投与）医薬品一覧」で確認できま
すので、そちらで正しい日数をご確認のうえご利用いただきますようお
願い申し上げます。
　上記理由のため、今回のメディパックでお送りしました「薬価基準」
は速報版としてお使い下さい。印刷ミスを修正した完成本は４月中旬ま
でに改めてお送りしますので、届きましたら、速報版は廃棄して下さい。
それまでは、上記投与制限の取扱いについてご注意の上、ご活用いただ
きますようお願いします。

「薬価基準」に関するお詫びと再発行について
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